
、

デ
カ

〃
ト
の
「
カ
」
蛋こ

つ
い
て

中
　
村

康
　
子

　
物
理
学
を
数
学
に
よ
り
記
述
す
る
一
」
と
を
習
慣
と
し
て
い
る
現
代
、
両
者
の

関
係
は
、
あ
る
意
味
で
疑
い
え
た
い
よ
う
に
み
え
る
。
数
学
の
進
歩
に
よ
り
、

そ
れ
を
道
具
と
L
て
き
た
物
理
学
も
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
数
学
的

に
記
述
し
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
世
界
が
数
学
的
で
あ
る
一
」
と
は
必
然
的
に

帰
結
し
な
い
。
数
学
が
事
物
間
の
「
関
係
」
を
表
現
し
て
い
る
場
合
で
は
な

く
、
「
存
在
」
を
扱
う
場
合
に
問
題
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
微
分
・
積
分
や
集

合
論
で
無
隈
小
を
扱
い
う
る
と
い
う
一
」
と
と
、
限
り
な
く
分
割
し
う
る
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
別
の
間
題
で
あ
る
。
物
質
に
つ
い
て
、
無
限
小
の
単

位
（
た
と
え
ぼ
、
量
子
や
エ
ネ
ル
ギ
i
等
）
を
単
位
と
し
て
認
め
る
か
に
つ
い

て
は
、
賛
否
両
論
あ
る
し
、
「
時
間
」
に
つ
い
て
も
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。

時
間
を
幾
何
学
的
に
と
ら
え
る
な
ら
、
限
り
な
く
分
割
し
う
る
が
、
心
理
的
に

と
ら
え
ら
れ
た
時
間
は
分
割
L
え
な
い
。
現
代
の
時
間
論
に
は
こ
れ
ら
両
方
の

立
場
、
さ
ら
に
、
両
方
を
結
合
し
た
立
場
が
あ
る
。
そ
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
「
時

間
」
概
念
に
も
こ
の
両
方
の
立
場
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
存
在
し
を
扱
わ
な
い

視
点
に
お
い
て
、
時
問
は
無
隈
に
分
割
し
う
る
と
い
え
る
が
、
「
存
在
」
の
視

点
で
は
分
割
す
る
一
」
と
が
で
き
な
い
。
一
」
れ
ら
の
二
視
点
は
本
論
で
「
結
果
の

視
点
L
と
「
原
因
の
視
点
」
と
L
て
論
じ
ら
れ
る
。

　
コ
イ
レ
は
前
者
の
視
点
か
ら
デ
カ
ル
ト
を
解
釈
し
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
の
世

界
観
を
、
コ
イ
レ
は
「
徹
底
的
な
幾
何
学
主
義
」
（
空
間
的
位
置
関
係
か
ら
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

理
学
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
）
と
評
し
て
い
る
。
・
」
れ
に
対
し
、
ゲ
ル

ー
は
コ
イ
レ
の
解
釈
を
自
ら
の
解
釈
の
部
分
と
し
な
が
ら
、
後
者
の
一
面
性
を

突
い
て
い
る
。
コ
イ
レ
は
物
体
の
運
動
を
現
象
に
お
い
て
の
み
把
握
し
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

自
身
で
持
続
す
る
「
状
態
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
物
体
の
運
動

を
妨
げ
る
も
の
が
存
在
L
な
げ
れ
ぼ
、
最
初
の
一
撃
に
よ
り
物
体
は
永
久
に
動

き
続
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
L
か
し
、
『
哲
学
原
理
』
の
第
三
部
、
第
四

部
の
「
宇
宙
」
が
、
こ
の
よ
う
に
神
か
ら
独
立
し
て
自
動
的
に
動
い
て
い
る
と

す
る
解
釈
を
停
ま
ら
せ
る
概
念
が
デ
カ
ル
ト
に
は
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
「
時
間
」

毎
、
神
が
物
体
を
創
造
の
時
と
同
様
に
保
存
し
て
い
る
と
い
う
「
連
続
的
創

造
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
こ
れ
ま
で
度
々
論
じ
ら
れ
、
ま
た
、
デ
カ

ル
ト
自
身
の
言
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
物
理
学
に
お
け
る
主
要
概
念
と
し

て
認
識
し
て
い
る
説
は
多
く
た
い
。
そ
れ
を
デ
カ
ル
ト
物
理
学
の
中
心
に
据

え
、
コ
イ
レ
の
解
釈
を
再
検
討
す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
の
は
ゲ
ル
ー
で
あ

41 -'~T'jl/~hCD f)JJ VC~~'~C 



る
。
確
か
に
、
「
一
イ
レ
の
解
釈
は
説
得
的
で
、
影
響
力
も
あ
る
。
コ
イ
レ
を
名

指
し
て
正
面
か
ら
批
判
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
漸
く
最
近
で
あ
る
。
シ
ュ
ス
タ

ー
は
コ
イ
レ
の
「
徹
底
的
な
幾
何
学
主
義
」
に
対
し
て
、
形
而
上
学
や
神
学
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

注
視
し
た
「
徹
底
的
な
力
学
主
義
」
を
約
十
年
前
に
主
張
し
た
。
本
論
は
ゲ
ル

ー
や
シ
ュ
ス
タ
ー
の
説
を
踏
ま
え
て
、
デ
カ
ル
ト
物
理
学
に
お
げ
る
「
力
」
の

概
念
の
形
而
上
学
的
意
味
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ゲ
ル
ー
や
シ
ュ
ス
タ

ー
の
解
釈
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
説
は
デ
カ
ル
ト
の
「
光
」
の
解
釈

に
つ
い
て
混
乱
し
て
い
る
。
前
者
は
「
光
」
を
「
原
因
の
視
点
」
に
含
め
、
後

老
は
さ
ら
に
、
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
と
同
一
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、

後
老
の
解
釈
で
は
、
光
学
法
則
と
運
動
法
則
を
同
一
と
み
な
す
に
至
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
光
の
モ
デ
ル
で
あ
る
テ
ニ
ス
球
の
運
動
を
抽
象
化
し
た
も
の

（
形
や
大
き
さ
や
重
さ
を
取
り
除
い
た
も
の
）
が
光
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
一
」
の
モ
デ
ル
の
限
界
を
認
識
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
運
動

と
光
と
を
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
い
。
ま
た
、
ゲ
ル

ー
の
解
釈
の
意
味
だ
げ
で
は
な
く
、
そ
の
間
題
点
も
考
案
し
た
い
。

　
前
述
の
「
連
続
的
創
造
」
は
時
聞
概
念
を
前
提
す
る
。
デ
カ
ル
ト
の
時
聞
が

無
隈
に
分
割
で
き
る
「
瞬
間
」
か
ら
な
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
分
割
で

き
な
い
原
子
論
的
「
瞬
間
」
か
ら
な
る
か
に
つ
い
て
は
議
諭
が
分
か
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
ジ
ャ
ソ
・
バ
ー
ル
は
時
間
を
幾
何
学
化
L
、
思
惟
と
平
行
す
る
一

種
の
線
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
時
間
は
空
問
と
同
じ
く
無
限
に
分
割
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
記
憶
や
生
き
る
時
間
と
も
同
一
視
し
て
い
る
。

ベ
ル
グ
ソ
ソ
の
「
持
続
（
～
胃
浄
）
」
は
心
的
内
容
と
L
て
、
そ
の
諸
内
容
が
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

互
に
浸
透
し
あ
い
、
分
割
さ
れ
え
な
い
が
、
デ
カ
ル
ト
の
記
憶
の
忘
却
を
前
面

に
押
し
出
し
、
そ
の
内
容
の
反
復
、
重
複
、
継
続
に
場
所
を
与
え
て
い
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

バ
i
ル
は
解
釈
し
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
は
時
間
（
8
冒
り
易
）
を
運
動
の
数
と

し
て
の
思
惟
様
態
と
し
て
の
み
用
い
、
持
続
（
似
昌
邑
o
）
を
物
体
と
心
と
に
共

　
　
　
　
　
　
（
9
）

通
し
て
使
っ
て
い
る
。
「
持
続
は
多
様
な
あ
り
方
を
し
な
い
と
こ
ろ
の
属
性

　
　
　
　
（
1
0
）

（
算
ま
暮
昌
）
」
で
あ
り
、
「
そ
の
諸
部
分
が
、
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
は
け
っ

　
　
（
u
）

し
て
な
い
」
。
従
っ
て
、
時
間
は
一
様
な
内
容
の
意
識
と
解
釈
す
る
・
」
と
が
で

き
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ソ
と
比
較
す
る
と
、
よ
り
抽
象
的
で
あ
る
が
、
幾
何
学
化
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
具
体
的
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ペ
ク
は
時
問
概

念
が
数
学
に
よ
っ
て
扱
え
な
い
心
理
的
質
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
デ
カ
ル

ト
が
第
一
性
質
と
第
二
性
質
と
の
区
分
に
よ
り
時
間
を
数
学
的
連
続
性
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

っ
て
、
無
限
分
割
性
に
お
い
て
把
握
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
次
に
、
ウ
イ
ッ
ト
ロ
ウ
は
、
バ
i
ル
と
同
じ
く
、
時
間
の
空
間
化
を
認
め

る
が
、
無
隈
分
割
を
否
定
し
て
、
そ
れ
以
上
分
割
で
き
な
い
「
瞬
間
」
（
9
0
邑
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
追
）

一
轟
冨
昇
g
o
牙
g
§
）
を
デ
カ
ル
ト
に
帰
し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ポ
ル
ト
は
時

問
概
念
が
不
連
続
と
な
る
の
を
不
合
理
と
み
な
し
、
無
限
分
割
可
能
と
し
た

が
、
一
」
れ
に
対
し
て
ゲ
ル
ー
は
デ
カ
ル
ト
の
「
瞬
間
」
が
ベ
ル
グ
ソ
ソ
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

す
る
「
持
続
」
の
否
定
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
ラ
ポ
ル
ト
の
解
釈
は
徴
・

積
概
念
を
前
提
し
て
い
る
が
、
こ
の
厳
密
な
概
念
は
デ
カ
ル
ト
に
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

部
分
的
に
は
ホ
ッ
プ
ス
、
体
系
的
に
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
や
ニ
ュ
i
ト
ソ
を
待
た

な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。
ゲ
ル
ー
の
い
う
「
瞬
間
」
は
、
無
隈
小
の
時
間
で
は
な

く
、
不
可
分
た
時
問
、
従
っ
て
、
原
子
論
的
「
瞬
間
」
で
あ
る
。
各
「
瞬
間
」

は
相
互
浸
透
せ
ず
、
お
互
い
に
依
存
し
あ
わ
た
い
。
そ
れ
に
、
実
体
自
体
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

い
て
「
持
続
」
は
「
存
在
」
と
区
別
さ
れ
え
な
い
。
従
っ
て
、
各
「
瞬
間
」
毎
、

〃



「
存
在
」
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
「
連
続
的
創
造
」
の
意

味
が
あ
る
。
各
「
瞬
間
」
毎
の
創
造
の
作
用
が
時
間
の
連
続
を
生
ぜ
し
め
る
の

で
あ
る
。
ゲ
ル
ー
は
こ
の
創
造
の
作
用
に
ま
で
遡
り
、
こ
れ
を
「
原
困
の
視

点
」
（
A
）
と
L
、
対
照
的
に
「
結
果
の
視
点
」
（
B
）
を
置
い
て
い
る
。
コ
イ
レ

の
「
結
果
の
視
点
」
に
「
原
因
の
視
点
」
を
併
置
し
た
わ
け
で
あ
る
（
両
視
点

に
つ
い
て
は
次
節
で
論
じ
る
）
。

二

　
不
可
分
で
、
相
互
に
浸
透
し
あ
わ
な
い
原
子
論
的
「
瞬
問
」
に
お
い
て
保
存

さ
れ
る
「
力
」
が
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
で
あ
る
か
、
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
で
あ
る

か
、
あ
る
い
は
、
両
者
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
光
の
モ
デ
ル
の
解
釈
に
依
存

す
る
。
シ
ュ
ス
タ
ー
は
『
屈
折
光
学
』
の
テ
ユ
ス
球
の
モ
デ
ル
か
ら
形
や
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

さ
や
重
さ
等
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、
モ
デ
ル
を
現
実
（
H
邑
冒
◎
宣
）
化
し

　
（
1
8
）

て
い
る
。
現
実
の
運
動
と
光
（
運
動
へ
の
傾
向
）
と
は
、
「
瞬
問
」
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

は
同
じ
運
動
法
則
に
従
う
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
H
球
の
モ
デ
ル
の
隈

界
、
o
運
動
と
光
と
の
区
別
、
以
上
の
二
点
か
ら
論
を
進
め
る
。

　
ま
ず
、
o
に
つ
い
て
は
、
屈
折
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
。
デ
カ
ル
ト
も
実

験
結
果
に
よ
り
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
媒
質
が
堅
く
な
る
に
つ
れ
て
球
で
は
屈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

折
角
が
次
第
に
大
き
く
な
る
が
、
光
に
お
い
て
は
逆
に
小
さ
く
な
る
。
そ
こ

で
、
デ
カ
ル
ト
は
平
面
を
転
が
る
球
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
い
る
。
平
面
が
堅
い

ほ
ど
球
は
運
動
の
損
失
が
少
た
く
、
容
易
に
転
が
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
光
も

媒
質
が
堅
い
ほ
ど
容
易
に
通
過
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
、
「
媒
質
は
光

　
　
　
　
（
2
1
）

を
通
過
さ
せ
る
」
が
、
「
球
は
運
動
す
る
た
め
に
媒
質
を
追
い
出
す
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

光
は
追
い
出
さ
な
い
」
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
光
と
球
と
の
差
異
を
認
識
し

（
2
2
）
て
球
の
モ
デ
ル
（
「
発
見
的
モ
デ
ル
」
）
を
説
明
の
た
め
に
用
い
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
そ
の
限
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
⇔
に
つ
い
て
、
デ
カ
ル
ト
に
よ
れ
ぼ
光
は
「
運
動
へ
の
傾
向
」
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
「
コ
ナ
ト
ゥ
ス
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
ホ
ッ
ブ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

光
の
よ
う
に
運
動
の
伝
播
で
は
な
く
、
　
一
種
の
「
圧
力
」
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ス

は
波
動
が
空
間
を
伝
わ
る
よ
う
に
、
運
動
自
体
が
実
際
に
伝
わ
る
と
考
え
て
い

る
。
光
の
「
伝
播
（
昼
①
艮
◎
）
」
と
は
、
そ
の
部
分
が
隣
接
す
る
部
分
に
次
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

次
へ
と
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ス
が
そ
の
『
光
学
』
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

「
す
べ
て
の
作
用
は
場
所
的
運
動
で
あ
る
…
…
」
と
い
っ
て
、
光
も
場
所
的
運

動
と
み
な
し
て
い
る
の
に
対
L
、
デ
カ
ル
ト
は
光
が
圧
力
で
あ
っ
て
、
実
際
の

運
動
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
と
主
張
L
て
い
る
。
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
光
の

モ
デ
ル
は
棒
で
あ
り
、
「
私
が
棒
で
地
面
を
押
す
時
、
私
の
手
の
作
用
が
棒
全

体
に
伝
わ
り
、
そ
れ
が
地
面
に
伝
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
棒
が
実
際
に
動
か
さ
れ

　
　
　
　
（
2
6
）

る
の
で
は
な
い
」
。
さ
ら
に
、
ピ
ュ
ル
マ
ソ
と
の
対
話
で
は
、
「
光
は
運
動
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

に
な
さ
れ
る
圧
力
（
肩
鶉
ω
一
〇
）
で
あ
る
L
と
説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ホ
ヅ

ブ
ス
は
「
圧
力
」
を
コ
ナ
ト
ゥ
ス
に
よ
り
定
義
L
て
い
る
。
二
物
体
の
コ
ナ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ウ
ス
が
お
互
い
に
対
立
す
る
時
が
「
圧
力
」
で
あ
る
。
ブ
ラ
ソ
ト
も
指
摘
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
実
際
の
運
動
を
意
味
し
て
い
る
。
ホ
ッ
ブ
ス
は
光
も
圧

力
も
運
動
が
伝
わ
る
と
し
て
い
る
が
、
デ
カ
ル
ト
の
光
（
圧
力
）
は
運
動
か
ら

区
別
さ
れ
て
い
る
。
『
宇
宙
論
』
に
お
い
て
、
光
は
傾
向
（
ぎ
o
豪
邑
§
）
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

努
力
（
筆
o
6
と
い
う
概
念
で
、
『
屈
折
光
学
』
で
は
作
用
（
凹
o
庄
g
）
、
運
動
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎝
）

の
傾
向
（
甘
O
豪
邑
9
岬
器
昌
O
賃
◎
一
岬
）
で
あ
り
、
『
哲
学
原
理
』
の
仏
訳
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

こ
れ
ら
の
概
念
を
用
い
、
ラ
テ
ソ
版
で
初
め
て
コ
ナ
ト
ゥ
ス
を
用
い
て
い
る
。

光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
は
渦
動
の
申
心
（
光
体
で
あ
る
恒
星
）
か
ら
周
辺
へ
広
が
る
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無
数
の
放
射
状
の
圧
力
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
圧
力
」
で
あ
る
の
は
渦
動
の
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

囲
を
敷
き
詰
め
る
他
の
渦
に
よ
り
遮
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ツ
ユ
ス
タ
ー

は
慣
性
に
充
満
物
質
の
圧
力
が
加
わ
る
・
」
と
に
よ
り
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
が
生
じ

　
　
　
（
3
4
）

る
と
い
う
。
神
に
よ
っ
て
各
「
瞬
問
」
に
保
存
さ
れ
る
の
は
こ
の
慣
性
で
あ
る

　
　
　
　
（
脆
）

と
い
う
の
で
、
こ
こ
で
は
シ
ュ
ス
タ
ー
は
光
を
慣
性
か
ら
区
別
し
、
後
者
か
ら

の
派
生
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
の
他
に
、
デ
カ
ル
ト
は
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
を
考

え
て
い
る
。
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
は
現
実
に
働
い
て
い
る
力
で
あ
る
が
、
直
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

方
向
へ
実
際
に
進
む
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
力
は
各
「
瞬
問
」
毎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

連
続
的
に
創
造
・
保
存
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
「
原
因
の

視
点
」
に
相
当
す
る
。
他
方
、
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
は
渦
動
の
中
心
の
「
恒
星
と

光
の
媒
質
で
あ
る
第
二
元
素
と
の
問
に
あ
る
数
多
く
の
第
二
元
素
に
よ
り
圧
力

を
受
け
、
回
転
の
中
心
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
」
が
、
「
そ
の
上
に
あ
る
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

第
二
元
素
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
神
の
力
と
全
く
関
係
を

持
た
な
い
、
純
粋
に
物
質
的
な
力
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
す
べ

て
の
力
を
第
一
原
因
の
力
に
帰
L
、
物
質
的
力
を
単
な
る
「
機
会
原
因
」
と
み

な
し
た
が
、
デ
カ
ル
ト
は
そ
れ
に
帰
す
こ
と
の
で
き
な
い
物
理
的
力
を
物
質
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
・
」
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
デ
カ
ル
ト

に
お
い
て
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
は
形
而
上
学
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
ゲ
ル
ー
は
前
節
で
述
べ
た
の
と
は
別
の
論
文
に
お
い
て
も
、
同
様
の
二
視
点

ー
こ
れ
ら
は
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
共
存
す
る

と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
二
視
点
ー
を
認
め
て
い
る
。
先
の
「
原
因
の
視

点
」
（
A
）
に
は
、
存
在
、
力
、
時
間
や
運
動
の
不
連
続
性
、
運
動
と
静
止
と
の

区
別
が
相
当
し
、
こ
れ
と
対
照
的
な
「
結
果
の
視
点
」
（
B
）
に
は
、
様
態
、
幾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

何
学
、
時
間
や
運
動
の
連
続
性
、
運
動
と
静
止
の
相
対
性
が
あ
て
は
ま
る
。
A

は
具
体
的
、
力
学
的
、
形
而
上
学
的
視
点
で
、
神
を
す
べ
て
の
原
因
と
み
な
す

が
、
B
は
抽
象
的
、
幾
何
学
的
視
点
で
、
様
態
と
し
て
幾
何
学
的
に
定
義
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奴
）

た
運
動
や
延
長
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
コ
イ
レ
は
慣
性
を
こ
の
次
元
で
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

い
る
が
、
ゲ
ル
ー
は
A
に
お
い
て
考
え
て
い
る
。
ゲ
ル
ー
は
こ
の
区
分
に
お
い

て
、
A
の
「
運
動
な
し
の
、
瞬
間
の
伝
播
」
（
的
）
や
「
コ
ナ
ト
ゥ
ス
」
（
的
）
や

「
瞬
間
的
運
動
の
直
進
性
」
（
両
）
に
、
各
々
順
に
B
の
「
運
動
」
、
「
場
所
的
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

動
」
、
「
運
動
の
円
環
性
」
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
勾
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と
か

ら
、
光
、
あ
る
い
は
、
圧
力
で
あ
り
、
的
と
～
は
文
脈
か
ら
慣
性
で
あ
る
。
ゲ

ル
ー
は
A
の
視
点
に
光
を
お
い
て
い
る
こ
と
に
た
る
。
そ
う
す
る
と
、
時
間
の

持
続
を
拒
否
す
る
次
元
に
お
い
て
、
光
の
速
さ
と
い
う
時
問
的
経
遇
を
対
象
と

す
る
困
難
と
ゲ
ル
ー
は
取
り
組
ま
な
げ
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
光
は

A
で
は
た
く
、
B
の
次
元
で
考
え
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
く
な
る
。
棒
の
一
端
の
圧

力
は
一
瞬
の
う
ち
に
伝
わ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
棒
は
テ
ニ
ス
球
と
同

様
に
、
光
の
「
発
見
的
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
光
の
媒
質
（
空
気
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

水
、
ガ
ラ
ス
等
）
が
堅
い
ほ
ど
容
易
に
光
が
伝
わ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
光

は
無
制
限
に
同
一
た
「
無
隈
の
速
さ
」
で
は
た
い
。
光
の
速
さ
は
当
時
、
正
確

に
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
デ
ヵ
ル
ト
は
月
食
に
際
し
て
、
光
が
地

球
の
影
と
し
て
地
球
か
ら
月
へ
達
し
、
そ
こ
か
ら
再
び
地
球
に
戻
っ
て
く
る
ま

で
の
時
問
を
測
る
・
」
と
が
で
き
る
と
考
え
、
そ
の
時
問
（
測
定
結
果
）
が
非
常

に
小
さ
い
の
で
、
光
の
速
さ
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
非
常
に
大
き
な
速
さ
と

み
な
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
無
限
の
速
さ
」
と
表
現
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

（
4
5
）

る
。
こ
こ
で
は
空
気
と
い
う
同
一
媒
質
に
お
げ
る
速
さ
ー
光
が
空
問
を
伝
わ
る
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時
間
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
速
さ
－
を
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ト
は
運
動
と
光
と
を
区
別
し
て
い
る
。
ま

た
、
「
瞬
間
」
に
お
け
る
運
動
は
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
で
あ
る
。
従
っ
て
、
慣
性

の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
と
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
と
が
同
じ
法
則
に
従
う
か
が
、
前
述
の
シ

ュ
ス
タ
ー
の
解
釈
（
四
三
頁
、
上
段
）
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然

法
則
と
反
射
・
屈
折
法
則
と
が
同
じ
か
が
問
題
で
あ
る
。
光
学
法
則
は
運
動
の

大
き
さ
と
方
向
と
の
区
別
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
反
射
に
お
い
て
は

境
界
面
（
異
な
る
二
媒
質
が
接
す
る
面
）
へ
の
入
射
を
衝
突
と
み
な
し
、
衝
突
後
、

反
射
光
は
入
射
の
運
動
を
保
持
す
る
が
、
方
向
は
運
動
か
ら
独
立
し
て
考
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
屈
折
に
お
い
て
は
境
界
面
と
の
衝
突
に
よ
り
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

が
強
め
ら
れ
、
方
向
も
変
化
す
る
と
い
う
。
シ
ュ
ス
タ
ー
は
『
宇
宙
論
』
の
自

然
の
第
一
法
則
を
運
動
の
大
き
さ
の
保
存
、
第
三
法
則
を
そ
れ
と
方
向
の
保
存

　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
法
則
か
ら
直
ち
に
運
動
と
方
向
と
の
区
別
は

帰
結
し
な
い
。
第
二
法
則
は
衝
突
前
後
に
お
い
て
、
運
動
の
量
が
不
変
で
あ
る

一
」
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
『
哲
学
原
理
』
の
第
三
法
則
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

衡
突
に
お
い
て
運
動
と
方
向
と
は
別
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
『
宇
宙

論
』
と
『
屈
折
光
学
』
と
は
ほ
ぽ
同
時
期
に
構
想
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
の
光

学
法
則
で
運
動
と
方
向
と
を
区
別
し
な
が
ら
、
前
者
の
自
然
法
則
で
は
そ
れ
を

言
弱
L
て
い
な
い
。
L
か
し
、
後
者
で
は
球
の
運
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
言
明

　
　
　
（
4
9
）

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
光
学
法
則
と
自
然
法
則
と
は
、
運
動
と
方
向
と
の
区
別

と
い
う
点
で
、
シ
ュ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
光
学
法
則
を
解
釈
す
る
な
ら
同
じ
で
あ

る
。
従
っ
て
、
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
と
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
と
は
同
じ
法
則
に
従

う
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
球
の
モ
デ
ル
の
隈
界
を
認

識
し
て
い
る
し
、
慣
性
と
光
と
を
区
別
L
て
い
る
。
従
っ
て
、
シ
ュ
ス
タ
i
の

解
釈
で
は
、
運
動
へ
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
、
光
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
を
慣
性
の
コ
ナ

ト
ゥ
ス
と
摩
り
替
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
両
者
を
同
一
視
L
て
い

れ
ぼ
、
容
易
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
解
釈
を
シ

ュ
ス
タ
ー
は
静
力
学
的
コ
ナ
ト
ゥ
ス
か
ら
運
動
へ
の
架
橋
と
し
て
位
置
づ
げ
て

　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
静
力
学
的
コ
ナ
ト
ゥ
ス
は
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
の
み

に
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
ス
タ
i
の
よ
う
に
両
老
を
あ
て
は
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
ゲ
ル
ー
は
光
と
慣
性
と
を
同
じ
「
原
因
の
視
点
」
に

置
い
て
い
る
が
、
デ
カ
ル
ト
に
は
原
理
に
よ
る
思
考
、
推
論
だ
け
で
は
な
く
、

光
学
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
験
に
拠
る
理
論
も
あ
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

と
を
さ
ら
に
認
め
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

三

　
ゲ
ル
ー
は
運
動
を
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
の
連
続
的
創
造
に
よ
っ
て
構
成
し
て

（
5
2
）

い
る
。
ゲ
ル
ー
に
よ
れ
ぼ
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
「
創
造
」
は
あ
る
場
所
へ
各
瞬

間
毎
な
さ
れ
、
同
じ
場
所
へ
の
創
造
を
「
静
止
」
、
異
な
る
場
所
へ
の
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

「
運
動
」
と
す
る
。
デ
カ
ル
ト
の
創
造
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
あ
る
状
態
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

他
の
状
態
へ
の
変
化
を
含
ま
ず
、
「
変
化
」
た
結
果
の
状
態
L
の
創
造
と
み
な

し
て
い
る
。

　
こ
の
連
続
的
創
造
の
モ
チ
ー
フ
は
デ
カ
ル
ト
初
期
の
、
べ
ー
ク
マ
ソ
と
の
自

由
落
下
研
究
に
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
は
「
運
動
」
に
時
問
概
念
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

含
ま
せ
、
そ
の
不
可
分
な
最
小
単
位
と
し
て
「
点
」
を
考
え
て
い
る
。
従
っ

て
、
こ
の
時
間
は
不
連
続
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
そ
の
よ
う
な
各
「
瞬
間
」
に

「
力
」
が
た
え
ず
加
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
力
」
を
神
に
由
来
す

る
慣
性
の
コ
ナ
ト
ゥ
ス
に
置
き
換
え
れ
ぼ
、
連
続
的
創
造
の
概
念
と
な
る
。
と
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こ
ろ
で
、
デ
ュ
ニ
ム
や
ク
ラ
ブ
リ
ソ
に
よ
れ
ぼ
、
「
一
定
の
力
が
一
定
の
速
さ

を
生
み
だ
す
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
そ
の
支
持
者
に
由

　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

来
す
る
。
コ
イ
レ
も
デ
カ
ル
ト
の
自
由
落
下
に
・
」
の
考
え
を
見
出
し
て
い
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
デ
カ
ル
ト
ヘ
、
こ
の
概
念
を
引
き
出
し
て
み
せ
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
、
原
困
と
い
う
同
じ
概
念
の
も
と
で
、
「
力
」

が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
デ
ヵ
ル
ト
の
「
力
」

の
概
念
は
ギ
ャ
ベ
イ
に
よ
る
と
、
物
質
に
内
在
す
る
原
因
で
、
様
態
の
運
動
や

静
止
と
区
別
さ
れ
る
も
の
、
形
而
上
学
的
諸
原
理
（
神
の
作
用
の
不
変
性
等
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

運
動
法
則
、
衝
突
法
則
と
を
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
イ
ソ
ペ
ト
ゥ

ス
」
は
一
七
世
紀
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
こ
の
概

念
を
自
由
落
下
に
お
け
る
運
動
を
引
き
起
こ
す
「
力
」
の
同
義
概
念
と
し
て
用

　
　
　
（
6
0
）

い
て
い
る
。
自
由
落
下
の
加
速
を
落
下
体
の
重
さ
と
イ
ソ
ペ
ト
ゥ
ス
の
増
加
に

よ
り
説
明
す
る
こ
と
は
、
ビ
ュ
リ
ダ
ソ
以
来
、
一
五
、
六
世
紀
ま
で
「
イ
ソ
ペ

ト
ゥ
ス
理
論
」
と
L
て
、
そ
の
系
譜
が
明
ら
か
で
あ
る
。
コ
イ
レ
は
自
説
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

L
て
、
デ
カ
ル
ト
が
イ
ソ
ベ
ト
ゥ
ス
理
論
に
再
び
戻
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
、
厳
密
に
い
っ
て
「
イ
ソ
ペ
ト
ゥ
ス
理
論
」
で
あ
る
か
は
、

間
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
デ
カ
ル
ト
の
そ
れ
は
運
動
の
原
因
と
し
て
の
み
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
イ
ソ
ペ
ト
ゥ
ス
理
論
の
そ
れ
は
、
運
動
の
原
因
で
も
あ
り
、
ま

た
、
結
果
（
運
動
の
始
め
は
重
さ
が
イ
ソ
ペ
ト
ゥ
ス
を
引
き
起
こ
す
か
ら
）
で

も
あ
る
。
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
は
落
下
の
始
め
か
ら
イ
ソ
ペ
ト
ゥ
ス
が
運
動
を
引

き
起
こ
す
と
し
て
い
る
が
、
ビ
ュ
リ
ダ
ソ
の
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
か
ら
で
あ

（
6
2
）

る
。
ウ
ヱ
ス
ト
フ
ォ
ー
ル
は
デ
カ
ル
ト
の
「
力
」
を
イ
ソ
ベ
ト
ゥ
ス
概
念
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
「
イ
ソ
ベ
ト
ゥ
ス
の
よ
う
な
概
念
」
と
み
た
し
て
い
る
。
ウ

エ
ス
ト
フ
ォ
ー
ル
は
イ
ソ
ペ
ト
ゥ
ス
の
、
物
体
を
内
側
か
ら
動
か
す
力
と
い
う

側
面
に
の
み
焦
点
を
絞
り
、
デ
カ
ル
ト
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ニ
ュ
ー
ト
ソ
も

初
め
の
う
ち
は
こ
の
よ
う
な
内
的
力
を
考
え
て
い
た
が
、
万
有
引
力
（
外
か
ら

物
体
に
働
く
力
）
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
最
終
的
に
放
棄
L
た

　
　
　
　
（
6
3
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
意
味
を
抽
象
化
し
て
考
え
る
な
ら
、
ホ
ッ
ブ
ス

や
ホ
イ
ヘ
ソ
ス
等
を
除
い
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ソ
以
前
の
物
理
学
者
達
は
、
イ
ソ
ベ

ト
ゥ
ス
的
概
念
の
支
持
老
で
あ
り
、
物
体
に
内
在
す
る
力
を
排
除
し
き
れ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
力
」
の
概
念
を
、
連
続
的
創
造
の
無
時
間
性
に
お
い
て
、
形
而
上
学
と
自

然
法
則
と
を
結
合
す
る
概
念
と
み
な
す
な
ら
、
「
力
」
は
無
時
間
的
に
作
用
す

る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
「
力
」
は
永
遠
に
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
を
現
象
の
次

元
に
移
す
な
ら
、
各
時
間
に
お
け
る
運
動
の
諾
断
片
の
同
一
性
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
断
片
を
と
り
あ
げ
て
考
察
す
る
こ
と
自
体
、
時
間
を
排
除
す
る
。
デ

カ
ル
ト
に
あ
っ
て
、
運
動
と
時
間
と
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
運
動
が
「
静
止
し
て
い
る
と
み
な
す
物
体
の
傍
ら
か
ら
、
他
の
物
体
の
傍

　
　
　
　
　
　
（
ω
）

ら
へ
の
移
動
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
時
、
こ
の
「
移
動
」
自
体
に
時
間
（
連

続
的
時
間
）
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
う
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
時
閻
を
含
む
場
所
的
運
動
（
移
動
）
を
ゲ
ル
ー
の
立
場

か
ら
真
の
意
味
で
構
成
で
き
る
か
。
連
続
的
創
造
に
よ
り
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
の

は
、
ゲ
ル
ー
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
「
変
化
し
た
結
果
の
状
態
」
で
あ
っ
て
、

あ
る
状
態
か
ら
他
の
状
態
へ
の
変
化
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
時
問
の
分
割
が
あ

る
と
こ
ろ
で
停
止
さ
れ
る
と
（
時
問
の
不
可
分
性
）
、
そ
の
不
可
分
た
幅
を
も
っ

た
時
問
に
運
動
が
創
造
さ
れ
、
そ
の
運
動
は
あ
る
幅
を
も
ち
、
現
実
の
な
だ
ら
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か
な
運
動
の
流
れ
を
構
成
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ル
ー
の
解
釈
で
は
、
デ

カ
ル
ト
の
時
間
概
念
に
内
在
す
る
困
難
に
よ
っ
て
、
「
原
因
」
と
「
結
果
」
と

を
完
全
に
結
合
す
る
こ
と
は
、
厳
密
に
い
う
と
、
不
可
能
で
あ
る
。
慣
性
か
ら

現
実
の
運
動
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ソ
に
お
い
て
は
意
味
を
も
つ
。

引
力
が
直
線
方
向
に
動
一
」
う
と
す
る
惑
星
を
た
え
ず
（
無
限
小
の
時
問
に
お
い

て
）
引
く
の
で
、
惑
星
は
楕
円
軌
遣
を
描
く
と
説
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硫
）

か
1
一
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ォ
ー
ル
の
い
う
よ
う
に
、
円
運
動
の
優
位
性
を
デ
カ
ル
ト

に
認
め
る
な
ら
、
慣
性
は
円
運
動
か
ら
説
明
さ
れ
る
概
念
と
な
る
。
円
運
動
は

説
明
を
要
し
な
い
、
自
明
の
現
象
と
み
な
さ
れ
て
L
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
確
か

に
、
デ
カ
ル
ト
は
軌
道
が
な
ぜ
円
に
近
い
も
の
に
な
る
か
を
、
ニ
ュ
ー
ト
ソ
の

よ
う
な
厳
密
さ
に
お
い
て
、
説
明
し
て
い
な
い
。
自
然
の
第
一
法
則
で
、
「
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

の
物
体
と
衝
突
す
る
の
で
な
け
れ
ぼ
、
物
体
は
そ
の
状
態
を
変
え
な
い
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
あ
る
物
体
に
直
線
方
向
へ
の
慣
性
の
力
が
働
い
て
い
て
も
、
ま

わ
り
を
敷
き
詰
め
る
物
体
に
遮
ら
れ
る
の
で
、
現
実
の
運
動
は
軌
道
を
曲
げ
ら

れ
る
と
い
う
様
に
し
か
、
デ
カ
ル
ト
の
宇
宙
に
お
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ

こ
で
、
慣
性
の
力
が
一
定
に
保
た
れ
る
と
L
て
も
、
他
の
物
体
と
の
衝
突
に
よ

っ
て
、
物
質
全
体
（
宇
宙
全
体
）
の
力
は
変
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
衝
突
前
後
に
お
い
て
、
力
の
量
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
デ
カ

　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

ル
ト
は
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
宇
宙
全
体
の
力
と
慣
性
の
力
と
は
別
の
も
の
で

あ
る
が
、
共
に
、
連
続
的
創
造
に
よ
り
保
存
さ
れ
る
力
で
あ
る
。
従
っ
て
、
連

続
的
創
造
の
各
「
瞬
聞
」
に
お
い
て
、
慣
性
の
力
と
衝
突
の
力
と
が
合
成
さ
れ

た
結
果
、
曲
線
運
動
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ゲ
ル
ー
的
立
場
か
ら
み
る
と
、
連
続
的
創
造
が
デ
カ
ル
ト

の
体
系
に
お
い
て
、
主
要
な
、
か
つ
、
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
そ
の
物
理
学
を

二
方
向
へ
決
定
し
て
い
た
（
そ
の
後
の
歴
史
の
大
勢
が
そ
の
う
ち
の
一
方
向
へ

進
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
デ
カ
ル

ト
説
に
内
在
す
る
諸
々
の
矛
盾
を
よ
く
説
明
す
る
。
慣
性
法
則
が
物
体
の
運
動

の
連
続
性
を
規
定
す
る
一
方
、
そ
れ
が
他
方
で
た
え
ず
神
に
よ
り
支
え
ら
れ
て

い
る
と
す
る
の
は
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
時
間
や
運
動
の
連
続
性
と
不

連
続
性
と
の
矛
盾
、
物
質
の
本
性
を
延
長
と
み
な
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
を
動
か
す
力
を
そ
こ
に
属
せ
し
め
ざ
る
を
え
な
い
矛
盾
（
幾
何
学
と

力
学
と
の
矛
盾
）
。
運
動
と
静
止
と
を
相
対
的
に
と
ら
え
、
か
つ
、
区
別
す
る

矛
盾
等
々
。
一
」
れ
ら
の
相
互
に
関
連
L
て
い
る
矛
盾
は
コ
イ
レ
の
観
点
か
ら
は

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
デ
カ
ル
ト
の
慣
性
法
則
ぽ
慣
性
の
持
続
を
文
字

通
り
に
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
瞬
間
」
に
お
げ
る
力
（
コ
ナ
ト
ゥ
ス
）

の
保
存
を
規
定
L
て
い
る
。
そ
の
力
は
そ
の
「
瞬
間
」
の
み
維
持
さ
れ
る
、
つ

ま
り
、
神
は
運
動
を
「
以
前
の
瞬
間
と
同
じ
よ
う
に
で
は
た
く
、
保
持
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

る
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
保
持
し
て
い
る
」
、
従
っ
て
、

前
の
「
瞬
間
」
と
関
係
を
も
た
な
い
の
で
、
各
「
瞬
問
」
毎
、
神
に
よ
り
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

な
力
が
創
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
運
動
が
持
続

す
る
。
ま
た
、
時
問
や
運
動
の
不
連
続
性
は
連
続
的
創
造
に
よ
り
現
象
の
次
元

で
、
あ
る
程
度
連
続
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
力
を
物
質
内
に
た
え
ず
創

造
す
る
・
」
と
に
よ
り
、
時
問
に
お
げ
る
場
所
的
運
動
が
同
様
に
連
続
す
る
と
い

う
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
運
動
の
相
対
性
と
区
別
に
つ
い
て
は
、
前
者
を
現

象
、
後
者
を
力
の
次
元
に
お
け
ぼ
、
前
の
矛
盾
と
同
様
に
説
明
さ
れ
る
。
ゲ
ル

ー
も
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
す
る
二
視
点
が
統
合
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
デ
カ
ル
ト
物
理
学
の
独
自
性
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
コ

イ
レ
の
「
徹
底
的
な
幾
何
学
主
義
」
に
よ
っ
て
は
デ
カ
ル
ト
物
理
学
の
全
体
を
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汲
み
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
デ
カ
ル
ト
の
「
力
」
の
概
念
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
ξ
竃
邑
O
ω
）

に
お
げ
る
力
（
ハ
ヅ
ト
フ
ィ
i
ル
ド
と
共
に
、
こ
の
力
を
「
物
質
に
内
在
す
る
実

在
的
作
用
因
」
と
す
る
な
ら
）
と
同
一
視
し
た
ギ
ャ
ベ
イ
や
ウ
エ
ス
ト
フ
ォ
ー

ル
の
説
に
反
対
し
て
、
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ゲ
ル
ー
と
同
様
に
、
デ
カ
ル
ト

の
「
力
」
を
「
コ
ナ
ト
ゥ
ス
」
と
し
、
そ
れ
が
直
接
、
神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
物
体
を
直
接
、
動
か
し
て
い
る
の
は
神
で
あ
る
と
解
釈

　
　
　
（
η
）

L
て
い
る
。
し
か
し
、
心
身
二
元
論
と
同
様
の
困
難
が
生
じ
る
。
す
た
わ
ち
、

異
な
る
二
実
体
（
神
と
物
体
）
が
ど
の
よ
う
に
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
我
々
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
困
難
で

あ
る
。
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
よ
う
に
現
象
と
存
在
の
次
元
と
を
区
別
し
、
さ

ら
に
、
存
在
を
考
え
な
く
て
も
す
む
方
向
へ
一
歩
進
め
れ
ぱ
、
一
応
、
回
避
で
き

る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
デ
カ
ル
ト
は
区
別
を
徹
底
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
第
六
省
察
で
、
感
覚
的
観
念
の
受
動
性
か
ら
物
体
の
存
在
を
デ
カ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
（
7
工
）

は
証
明
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
ゲ
ル
ー
も
い
う
よ
う
に
、
そ
の
「
存
在
」
の

原
因
を
考
え
て
い
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流
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。
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。
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き
る
。
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す
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き
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